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はじめに   

日本では『はらふき男爵の冒険』の作者として知られるビュルガー（Gottfried  

August Biirger，1747－1794）は、シュトゥルム・ウント・ドラング（疾風怒  

涛、Sturm und Drang）時代のドイツを生きたバラッド詩人である。lゲーテ  

やシラーなど同時代の巨星たちの燦然たる輝きに圧倒されて、ややもすればそ  

のささやかな光は見落とされかねないが、詩人が1774年に発表したバラッド詩  

『レノーレ』（上e〃0柁）は、本国ドイツはもちろん、イギリス、フランス、イ  

タリアなどのヨーロッパ諸国で各国語に翻訳紹介され、広汎な人気を獲得し  

た。  

『レノーレ』は、ロシアでもジュコーフスキイ（BacIⅥH益AHJtPeeBHtlXyKOBCK鵬，  

1783－1852）の翻案詩『リュドミーラ』（〟肋丸肌用，1808）として紹介され、熱  

狂的反響を呼ぶこととなる。ジュコーフスキイは生涯で『レノーレ』の翻案・  

翻訳に3度たずさわったが、それは『リュドミーラ』、『スヴェトラーナ』  

（Cβe〝∽飢d，1808－1812年執筆、1813年発表）、『レノーラ』（〟e〃甲α，1831）の  

3作品として結実した。このうち最も人口に胎灸したのは、ロシアのフォーク  

ロアを大胆に採り入れた『スヴェトラーナ』である。数度にわたりプーシキン  

】ビュルガーは、ラスペ（RudolfErichRaspe，1736－1794）の英語版『ミュンヒハウゼン男爵の  

ロシアにおける賢くべき旅行と航海』（β肌）〝ん血〝力〃ぴe〝ゝ肋′m／fγg〆旭ルねr躇肋揖打卯e正〟扉  

C〃甲な那加伽∬れ17g5）をドイツ語に翻案・加筆し、『ミュンヒハウゼン男爵の水陸の不  

思議な旅行と愉快な冒険』（肌〝血「ム〃re月e由g〝Z〟抒b∬gr〟扇血刀血托んた晦g〟〃d厄Jなぞ  

舶e〃Jg〟g′血ゞfナe混〝〝γ〃〝〟肋cゐ血】〃∫e〃，1786）として発表した。本邦では『ほらふき男爵の冒  

険』の略称で知られる。実在した18世紀ドイツ貴族のカール・フリードリヒ・ヒエロニュム  

ス（ミュンヒハウゼン男爵）がモデルである。近年では、主人公ミュンヒハウゼン男爵の名  

は精神分析の領域でより知られている。  
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に引用されることとなったこの作品は、前作の『リュドミーラ』を遥かに凌ぐ  

評判を得て、ロシアに本格的バラッド詩を根づかせることとなった。   

以下に、ビュルガーの原詩『レノーレ』と比して、ロシア語の翻案・翻訳作  

品がどのように改変されているのか、何が省かれ、何が付加されているのかを  

瞥見する。国内外の先行研究を参照しながら、ロシアにおける『レノーレ』の  

受容とその反響を描出し、ロシア文学における＜レノーレ讃＞の系譜を通観す  

るための端緒を見いだすことが本稿の目的である。  

1．『レノーレ』の成立とヨーロッパ諸国への伝播   

ビュルガーは1773年の春から秋にかけて『レノーレ』を執筆し、1774年に  

『ゲッティンゲン文芸年鑑』（G6ttingerMusenalmanach）誌上にて発表した。  

同年鑑にはヘルダーやゲーテの作品も掲載されていた。詩人はパーシー  

（ThomasPercy，1729－1811）の『英国古謡拾遺集』（Reliques QrAncientEnglish  

Poe〃γ1765）を愛読しており、そのなかでもとくにバラッド『愛するウィリ  

アムの亡霊』（∫weeJ耶招d椚与G力0∫′）からインスピレーションを受けて『レ  

ノーレ』を執筆したと考えられている。2  

『レノーレ』は発表と同時に大きな反響をよび、多くの同時代作家や詩人に新  

鮮な刺激をあたえた。このバラッド詩に着想を得て、ゲーテ（Johann Wolfgang  

von Goethe，1749－1832）の『不実な若者』（Deruntreue助abe，1774）、ルイス  

（Matthew Gregory Lewis，1775－1818）の『マンク』（Ambrosio，OrtheMonk，  

1796）における「血みどろの尼僧」のエピソード、ユゴー（Victor Hugo，1802－  

1885）の『鼓手の婚約者』（上β苗α〃C∂e血刀∽ゐβJfeれ1825）、ミッキェヴィチ  

（Adam Bernard Mickiewicz，1798－1855）の『逃避行』（Ucieczka，1832）など  

2糟谷蕃次「GA．ビュルガーの『レノーレ』における詩的影響の諸相」『駒沢女子大学研究紀  

要』創刊号、1994年、163－164頁。このほか、北方スカンジナヴィアの伝承に起源をもとめる  

研究もある。『レノーレ』の源泉をめぐる研究については以下に詳しい。栗原成郎「西スラグ  
と南スラグにおける”レノーレ，，評」『西スラグ学論集』第4号、2001年、7貢。文学作品とし  

ての『レノーレ』はビュルガーの創作によるものであるが、＜死んだ花婿が花嫁を連れ去る＞  

タイプの説話（AT365【ÅTはアールネ／トムソンの『説話モチーフ索引』の分類番号】）はヨー  

ロッパ各地の民間伝動こ広く行き渡っている。  
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が産み落とされることとなった。3   

さらに、その影響を＜レノーレ讃＞（＜死者が愛する者を彼岸から迎えにや  

ってくる＞プロットをもつ作品）や、その後継ジャンルとしての＜吸血鬼辞＞  

にまで拡大すると、このリストは極めて豊かなものとなる。詩と小説とを問わ  

ず、試みに19世紀までの作品を時系列順に列挙してみると、ゲーテの『コリン  

トの花嫁』（DieBraut von Korinth．1797）、サウジー（Robert Southey，1774T  

1843）の『破壊者サラバ』（T7zalabatheDestrqyer，1801）、バイロン（George  

Gordon Byron，1788－1824）の『異教徒』（Tne Giaour，1813）、コールリッジ  

（SamuelTaylor Coleridge，1772－1834）の『クリス夕べル』（C7zrLftabe］，1816）、  

キーツ（JolmKeats，1795－1821）の『レイミア』（Lamia，1819）、ポリドリ（John  

William Polidori，1795－1821）の『吸血鬼』（T7ze VbT7”re，1819）、ノディエ  

（Charles Nodier，1780－1844）の『スマラ（夜の霊）』（Sharra ou［es Dimons de  

la肋iL1821）、メリメ（ProsperMerimee，1809－1870）の『グズラ』（La Guzla，  

1827）、ゴーチエ（Theophile Gautier，1811－1872）の『死霊の恋』（La Morte  

Amoureuse，1836）、ポー（Edgar Allan Poe，1809－1849）の『モレラ』（Morella，  

1835）、『リジー ア』（上如れ1838）、『ェレオノーラ』（gね0〃Orα，1842）、レ・  

ファニュ（Joseph Sheridan Le Fanu，1814－1873）の『カーミラ』（Carmilla，  

1871）、リラダン（Villiers de L■Isle－Adam，1838T1889）の『ヴェラ』（Vira，1883）、  

ストーカー（Bram Stoker，1847－1912）の『ドラキュラ』（Dracula，1897）な  

どであろうか。4  

3森田直子「フランスにおける『レノーレ』評」熊本大学文学会『文学部論叢』第63号、1999  

年、147頁。栗原成郎「死んだ花婿が花嫁を連れ去る話」『スラグ論叢』第2号、1997年、15  
頁。南スラグ・西スラグ諸国に散見される＜レノーレ詔＞的モチーフを用いた作品について  

は、以下を参照。栗原「西スラグと南スラグにおける”レノーレ”詔」7頁。このほか、1797  

年に最初の『レノーレ』翻訳が出版されたアメリカにおいても、直接的に『レノーレ』から  

着想を得た、アーダイング（Wぉhin辞OnlⅣhg，17g3－1S59）の『幽霊花婿』（乃e如ecJ柁βrJd毎叩α吼  

1819）や、シムズ（Wi）1iamGilmoreSimms，1806－1870）の『幽霊花婿』（T71e勘iritBridqgroom，1837）  

などが生み出された。  

4ストーカーの『ドラキュラ』においては、伯爵城へ向かう途上で駿馬を自慢する伯爵に対し  

て、乗客が「なぜなら死者は迅く駆けるから」と『レノーレ』の有名なリフレインを引用し  

て応じる箇所がある。これほど直接的な暗示があるとないとにかかわらず、文学作品に昇華  
したバルカン起源の＜吸血鬼評＞が＜レノーレ詔＞の後継ジャンルであることに、疑念の余  

地はないだろう。  
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時空的射程を拡大すれば、さらに膨大な作品名を列挙できるだろう。しか  

し、ここではそれは眼目ではないので、上のリストにとどめておくことにしよ  

う。以下にビュルガーの『レノーレ』について、引用を交えながら概観する。  

卜1．ビュルガー『レノーレ』（⊥g仰J℃1774）5   

舞台はフリードリヒ2世治下、7年戦争（1756－1763）時代のドイツである。  

女主人公レノーレは、戦地に赴いた恋人ヴィルヘルムの帰還を待ちわびてい  

る。凱旋するプロイセン戦士たちのなかに恋人の姿はなく、絶望したレノーレ  

は母の懇願にも耳を貸さず、神を呪誼する言葉を口にする。その夜、レノーレ  

のもとへ黒馬に乗った花婿が迎えにくる。ひとまず休息をすすめるレノーレに  

対して、ヴィルヘルムは出発を急きたてる。  

「どこですの あなたのお部屋は  

新床はどこでどんなふうか言って下さい」  

「遠く 遠く 静かに涼しく小さく  

大板六放と 小坂二枚と」  

「私のためのお部屋は」「二人のためのもの  

さあ早く 身支度して馬に飛び乗れ  

祝いの客は二人を待ち  

部屋はもうわれわれを迎えている」   

再会の喜びにうちふるえ、夢見心地で新床について尋ねるレノーレに対し  

て、花婿は「静かに涼しく小さく 大板六枚と 小板二枚と」、つまり墓が二  

5『レノーレ』のテクストはGottftiedAugustB叫ger，Sdmmt［icheSchr折en．Hildesheim，NewYork，  

Oh15，1970，を参照のこと。邦訳は井上正蔵訳（rビュルガー管見と詩抄」成城法学『教養論集』  

第4号、1974年）を引用した。このほか武島羽衣による翻案『小夜砧』（『壊井雨江・武島羽  

衣・大町桂月・久保天随・笹川臨風・樋口龍峡集』久松潜一編、筑摩書房、1971年）、栗原成  

郎訳（「死んだ花婿が花嫁を連れ去る話」）などの邦訳がある。大正期には秋元並風による翻  

訳も発表されたようである。また、以下に詳しい梗概が紹介されている。高橋宣勝『イギリ  

スに伝わる怖い話 英国幽霊怪奇辞』大和書房、2000年。永井豊実「『レノーレ』のケルトの  

余韻」『城西人文研究』第25巻、1999年。  
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人のために調えられていると応じるのである。果たして若い二人を待ちわびる  

「祝いの客」とは、此岸と彼岸、どちらの住人であろうか。   

花婿は道中しきりと「おお 亡者の馬のこの迅さ」、「お前も死人がこわいの  

か」と繰り返すが、眼前の幸福に盲目となったレノーレは、恋人や周囲の異変  

にまったく気づかない。自分が死者の世界へと疾駆しているという事実すら察  

知できない。  

ほら おお あの刑場のところで  

車軸を中心にぐるぐると  

月の光におぼろげに  

浮んでいる 舞い踊る者たち  

「さあ おい 連中 ここへ来い  

俺の後について来い  

ふたりのために婚礼の円舞を踊れ  

俺たちが寝に就くとき」   

ここで灰めかされているのは、刑場の車轢き台、つまり車責めによる処刑台  

の周囲に抜屈する死者たちの姿である。死者の世界に属する花婿は、死者の舞  

踏におびえるどころか、それらを従え、婚礼の円舞を要請することとなる。   

やがて二人を乗せた馬は百里の道のりを越え、目的地に到着する。遠くには  

一番鶏の鳴き声が響き、まもなく夜明けである。  

鉄の格子戸をめがけて  

まっしぐらに馬は駈けた  

鞭の一撃はたちまち  

鍵と閂を破壊した  

扉はきしりつつ開いた  

馬は墓の上を進んだ  

あたりの墓石は  

月の光に輝いた  

141   



CULTURE AND LANGUAGE，No．75  

おお 見よ 見よ 一瞬にして  

なんたる恐るべき不可思議  

馬上のひとの軍衣はきれぎれとなり  

もろい燃浮のように落ちた  

髪の毛は抜けて  

頭はすっかり禿げてしまった  

その身体は砂時計と鎌をもった  

髄膜に変わった   

墓場に足を踏み入れたとたん、花婿の軍衣はぼろぼろと身体から剥がれ落ち  

てしまう。あたかも花婿を取り巻くすべてが瞬時に風化し、朽ち果てたかのよ  

うである。頭髪はすべて抜け落ち、その姿は礪牒へと一変する。手には大鎌と  

砂時計をたずさえ、死せる花婿はついに真の姿をあらわにする。6  

馬は棒立ちとなって荒く鼻を鳴らし  

火花は飛び  

たちまち女の足もとに  

沈んで消えた  

高い空から吠える声  

深い穴からは坤き声が聞こえた  

レノーレの心はおののいて  

生死のあいだをたたかった  

いま 月の輝きに  

あたりを円く照らされて  

亡霊がぐるぐると輪舞し  

歌が吠えるように聞こえた  

6死せる花婿ヴイルヘルムが手にする大鎌と砂時計は、まぎれもなく＜死神＞の付属物である  

ビュルガーはレノーレを涜神の女主人公として描き、＜死神＞に恋人ゲィルヘルムの姿をと  

らせて（あるいは幽霊花婿を遣わして）天罰を与えているのである。同様の『レノーレ』解  
釈について、詳しくは以下を参照。小林茂「ビュルガーのバラード『レノーレ』仏訳の諸問  

題」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』第2分冊、2003年。永井「『レノーレ』のケルトの  

余韻」24頁。栗原「死んだ花婿が花嫁を連れ去る話」27頁。  
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「忍べ 忍べ 胸が破れても   

神の全能に刃向かうな   

お前は肉体から解き放たれた   

神よ 魂に恵みあれ」  

生死をさまよう花嫁が呑みこまれた墓場の上空には坦々と月が輝き、神の全  

能と慈悲を謳う亡霊たちの輪舞が繰りひろげられる。亡霊たちは花婿の要請に  

応じて、今では彼岸の住人となった新郎新婦に婚礼の円舞を贈っているのであ  

る。  

1－2．ヨーロッパ諸国における『レノーレ』受容   

『レノーレ』の翻訳出版はイギリスが最も早く、1796年には5種の翻訳・翻  

案が刊行された。パイ（HenryJames Pye，1745－1813）による『レノーア』  

（Lenon，a Tble）、スタンレー（John Thomas Stanley，1766－1850）による  

『レオノーラ』（Leonora，a Tb［e）、スペンサー（WilliamRobert Spencer，1769  

－1834）による『レオノpラ』（Leonora）、テイラー（WilliamTaylor，1765－1836）  

による『レノーア』（Lenore）、スコット（WalterScott，1771－1832）による『ウ  

ィリアムとヘレン』（椚JJid椚α〃d〃gJe〃）である。7 このように相次いで『レ  

ノーレ』が翻訳出版されたことにより、当地で全盛期を迎えていたゴシック・  

ロマンスは、その怪奇・幻想趣味にさらに拍車をかけることになった。8 ま  

7スコットは同時にビュルガーの『狩猟』（伽rwJ肋庫仁1777）の翻訳（刀kC力がe，1796）  

も発表した。  

8『レノーレ』が英国ゴシック′」、説に与えた影響については以下を参照。亀井伸治『ドイツの  

ゴシック小説』彩流社、2009年、167－168頁。また、イギリスにおける＜レノーレ渾＞の受容、  

＜幽霊花婿詔＞の流行については以下に詳しい。高橋『イギリスに伝わる怖い話』150－201頁、  

222－235頁。同番には膨大な量の＜幽霊評＞がおさめられており、＜幽盛花婿講＞、とくにビ  

ュルガーの『レノーレ』の下地となった可能性も指摘されている『愛するウィリアムの幽霊』  
（∫weeJ附Jね椚iG力0∫J）、『マーガレットとウイリアム』（免frん血管α柁Jα血∫wgeJ椚J／ね椚）も収  
録されている（72－75貢、96－99頁）。このほか、＜幽霊花婿詔＞については以下の論文にも詳  

しい。糟谷「『レノーレ』における詩的影響の諸相」163－164頁。美濃部京子rRevenantBa11ad  

と昔話J『静岡県立大学短期大学部研究紀要』第12－3号、1998年、2－5頁。永井「『レノーレ』  

のケルトの余韻」17－19頁。  
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た、これらの英訳のなかでもテイラー訳は、ワーズワースやコールリッジにリ  

リカル・バラッドへの着想を与えることとなった。   

イギリスに次いで早期に『レノーレ』が紹介されたのはロシアで、前述のよ  

うにジュコーフスキイが1808年に翻案『リュドミーラ』を発表したことを囁矢  

とする。ロシアにおけるその後の『レノーレ』受容については、次節で詳述す  

ることにする。   

フランスでは1811年にマドレーヌ（dela Madelaine）による『レオノpラ』  

（エゐ〃Orα）が刊行された。9フランスにおける『レノーレ』人気を決定づけたの  

は、スタール夫人（Madamede Stael，1766－1817）の『ドイツ論』（DelAlkmagn玖  

1810年執筆、1814年刊行）であった。同書第13章「ドイツの詩について」では、  

ビュルガーの『レノーレ』についてかなり詳しい言及がなされている。原詩の  

韻律が生みだす効果について触れられている箇所を引用しよう。  

すべての形象、すべての音が、心の状態とかかわり合い、詩によってみごとに表現されて  

いる。音節、韻律、言葉と音のあらゆる技巧が、恐怖を喚起するために使われている。葬  

列ののろい歩みよりも、馬の足の速さの方がもっと荘厳でもっと陰鬱に思われる。騎士が  

馬の歩みを急かせる勢い、死がもつこの気のはやりは、何とも言えず不安感を駆りたてる。  

彼が自分と一緒に奈落に引きずって行く不幸な乙女とともに、読者は亡霊に連れて行かれ  

ているような気持ちになる。10   

スタール夫人のお墨付きを得て、いまだ新古典主義の潮流が支配的であった  

フランス文壇にも、遅ればせながらドイツ・ロマン派の風が少しずつ吹きこん  

でくることとなった。111814年にはプラディ夫人（Madame Pauline de Bradi，  

1782－1847）による翻案『レオノール』（⊥ゐ仰re）、1818年にはジェロー（Edmond  

Geraud，1775－1831）による散文訳『レオノーラ』（上ゐ㈲用）、1827年にはフロ  

9スペンサーの英訳からの重訳。スペンサー版が韻文訳だったのに対し、こちらは散文訳に形  

式を変えている。また、マドレーヌ版では原詩の騎士名Wimelmがフランス語では雅ならず  

としてA胎edに変更されたとのことである（／ト林「『レノーレ』仏訳の諸問題」79頁）。  
10スクール夫人（中村加津、大竹仁子訳）『ドイツ論2一文学と芸術』鳥影社、2002年、97頁。  
■■フランスにおける『レノーレ』受容については、以下に詳しい。森田「フランスにおける  

『レノーレ』評」135貢。森田直子「『レノーレ』をめぐるテキストと図像」『東京大学比較文  
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コン（Ferdinand Flocon，1800－1866）による散文訳『レノール』（L∂nore）、お  

よびペヴリユ（Jean－Baptiste P6vrieu）による韻文訳、1829年にはネルヴァル  

（G6rard de Nerval，1808－1855）による韻文と散文2種の翻訳『レノール』  

（⊥∂〃Ore）が発表されるなど、1850年までに27篇の翻訳・翻案が発表されてい  

る。12   

このはか、イタリアでは1816年に詩人ベルシェ（GiovanniBerchet，1783－  

1851）による翻訳が刊行され、ポーランドでも1819年にシルマ（Krystyn Lach  

S町ma，1790－1866）による翻案『カミラとレオン』（ぷムm肋i⊥eo〃）が発表  

された。13  

2．ロシアにおける『レノーレ』受容14   

ロシアにおける原詩からの翻訳・翻案作品は、前述したジュコーフスキイの  

3作品（『リュドミーラ』、『スヴェトラーナ』、『レノーラ』）、およびカテーニ  

ン（naBenAneKCaHJIPOBf［tIl（aTeHHH，1792－1853）の『オリガ』（an♭Za，1816）の  

学研究』第77号、2001年、27頁。′ト林「『レノーレ』仏訳の諸問題」75頁。これらの論文で  
は、フランスにおいては＜趣味＞に反する原詩の持つ粗暴性や残酷性が緩和または削除され、  

滑稽に響きかねないオノマトペなども省略されているという事実、原詩にない中世趣味や官  

能性が加味されている点などが指摘されている。また、原詩で明示される＜死神＞（＜死＞  
そのもの）のイメージを詩人や翻訳者たちがこぞって払拭しようと腐心したという現象は、  

ロシアにおける『レノーレ』受容の際にも見られたことであり、大変興味深い。  

t2小林「『レノーレ』仏訳の諸問題」g8頁。小林によると、1850年までのフランス語訳『レ  

ノーレ』は27篇、19世紀末までに期間を拡大すると実に33篇の翻訳・翻案が確認されると  

のことである。とくに、幻想的な作風でつとに知られるロマン派詩人ネルヴァルは、柑27年  

に『レノーレ』の韻文翻訳および散文翻訳それぞれ1種ずつを同時発表した。詩人はその後  
も試行錯誤を重ね、生涯で8度にわたり『レノーレ』を翻訳・翻案した。  

1ユ栗原「西スラグと南スラグにおける”レノーレ”渾」13貢。同講演録において、栗原は5作  

のポーランド語翻案を挙げている。また、ヨーロッパ以外に、アメリカでも1797－1798年にか  

けて3作の翻訳があらわれた。詳しくは以下を参照。ドナルド・A・リンジ（古宮照雄、谷岡  

朗、′ト澤健志、小泉和弘訳）『アメリカ・ゴシック′ト説：19世紀′ト説における想像力と理性』  

松柏社、2005年、23頁。  
14スラグ世界、ロシアにおける『レノーレ』受容ついては以下の論考・著番を参照した。栗  

原成郎『スラグ吸血鬼伝説考』河出書房新社、1991年、223頁。同著者「死んだ花婿が花嫁  

を連れ去る話」『スラグ論叢』第2号、1997年、6頁。同著者「酉スラグと南スラグにおける  
”レノーレ，，雷」『酉スラグ学論集』第4号、2001年、7頁。同著者『ロシア異界幻想』岩波壱  

店、2002年、15頁。  
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計4作品である。   

『リュドミーラ』が世に出る以前、フォークロア研究が端緒についたばかり  

のロシアでは、伝承バラッドに取材した文学作品は未発達で、当時ヨーロッパ  

を席巻していたバラッド詩の伝統も根づいていなかった。そのころ、カラムジ  

ン（HHt（OJla鎮MHXa如oBHtlKapaM3HH，1766－1826）らとともにセンチメンタリ  

ズムの一翼を担っていたジェコーフスキイは、ロシア独自のバラッド詩を創出  

したいという希望を持ちつづけていた。詩人はドイツを中心にヨーロッパの多  

くのバラッド詩に触れ、構想を練りつづけていた。そしてついに、ビュルガー  

の『レノーレ』の翻案詩『リュドミー ラ』を発表することとなった。初版には  

「ロシアのバラッド」（PyccKa兄6aJuaJta）という副題が添えられており、詩人  

の並々ならぬ思いを読みとることができる。『リュドミーラ』は、その新奇さ  

により読者のあいだに大反響を呼び起こし、ロシア最初のバラッド詩として記  

念碑的作品となった。15   

しかし、詩人に真の名声をもたらしたのは、第2の翻案詩『スヴェトラー  

ナ』であった。前作よりさらに自由度の高い翻案詩となったこの作品は、スヴ  

ヤートキ（クリスマス週間）の占いなど、ロシアに広く伝わるフォークロア的  

モチーフを豊富に採りいれ、読者の心の奥底に訴えかけるものとなった。16   

『スヴェトラーナ』の大成功から4年後、ジュコーフスキイの後輩詩人カテ  

ーニンは、『レノーレ』の翻案詩である『オリガ』を発表した。カテーニンは  

先輩の翻案詩（とくに『リュドミー ラ』）に異を唱え、より原詩のプロットに  

忠実で、なおかつロシア的響きを最大限にとり込んだ翻案詩として自作を世に  

問うた。カテーニンはジュコーフスキイに作品を直接送付するなど対決姿勢を  

露わにしたが、後者はこの挑発を比較的鷹揚に受けとめた。当事者たちに代わ  

って論を戦わせたのが、グネージチ（HIイKO刀a責HBaHOBHqrHe几刑，1784－1833）  

とグリボエードフ（AneKCaHDPCepreeBHtIrPH60eAOB，1795－1829）であった。  

】5Hepmo8aFW・ⅩyKOBCKH弟HerOBpeM兄・HayKa・JI・，1989・C・85・  
t6『スヴェトラーナ』に採り入れられたフォークロアの要素について、詳しくは以下を参照。  
Jy6甲e8a仰eり′umO8q）PB・（（CBeTJ］aHa〉〉B・A・XyI（OBCtくOrO（H3HCTOpHHpyCCKO汲6aJIJ］aEhI）〟H3  
HCTOpHHPyCCl（OiiJIHTepaTypbJ・几，1963・C・175－196．；月yLuHHaJI・H・HcTOp朋CO3Eand（（CBeTJlaHh］〉〉  
B．A．XyKOBCKOrO／／rlyTHaIIaJIJ43aJIHTepaTyPHOrOrIpOH3BeneHHB・M・，HayKa，1981．C．188－194．  
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ジュコーフスキイを擁護したグネージチはカテーニンの詩作上の師にあたる  

が、このバラッド論争においてはカテーニンの姿勢を厳しく糾弾した。これに  

応戦したのがカテーニンの親友グリポエードフである。論争は両詩人の語彙選  

択の適切性如何にまで及んだが、最終決着をみないままに終わった。17   

とはいえ、原詩の疾走感や民衆性の再現を重視したカテーニンの作品は、セ  

ンチメンタリズムの影が濃厚に過ぎるとの批判をよんだジュコーフスキイの作  

品を凌駕したとは言い難い。後者の作品、とくに『スヴェトラーナ』は数世紀  

を生き抜き、現代でも一定の評価を得ている。その要因としては以下のことが  

考えられる。ビュルガーの『レノーレ』を本歌取りするにあたって、ジュコー  

フスキイは原詩のプロットを借用しながら、ロシア独自のバラッド詩の創造を  

志した。柑この独創性が、定評ある詩的言語と力づよいロシアのフォークロア  

の下支えを得て、長く愛される作品へと抒情性豊かに結実したのである。19   

以上の経緯ののち、ジュコーフスキイは再び1831年に『レノーレ』翻訳に立  

ち戻った。今度は原詩の時代背景や舞台設定を忠実に踏襲した、純粋な翻訳作  

品となった。ジュコー フスキイの創作は、バラッド詩を中心に大きく3つの時  

期に分けられるが、20翻訳詩『レノーラ』はその最後の時期のものである。な  

ぜ詩人はこの時期にふたたびこの作品に立ち戻ったのか。そこには翻案や創作  

を重ねた詩人の原点回帰とも言える意識がうかがえるが、これについては後述  

することとする。  

けjkyumo8a，C・89－96・；MichaelPursglove，＝DoesruSSiangothicverseexist？ThecaseofV鮎ilii  
Zhukovskii’’，NeilComwell，Golhic二舟ntasficinNineteenth－CenturyRzLSSianLiterahLre，Amsterdam，  
AtlaJlta，Rodopi，1999，p．87．  

川文字を持たない民衆によって歌い継がれた物語歌を、伝承（口承）／1ラッドと呼ぶ。これ  

に対してバラッド詩とは、伝承バラッドを模倣した文学作品のことをさす。バラッド詩は、  
18世紀末から19世紀初頭にかけて、おもにロマン派詩人たちによって謳われた。伝承バラッ  

ドやバラッド詩について、詳しくは以下を参照。原一郎『バラッド研究序説』南雲堂、1975  

年。山中光義『／ミラッド詩学』音羽書房鶴見書店、2009年。N・クラフツオフ（中田甫訳）『口  
承文芸一口シヤ』ジャ／くン・パブリッシャーズ、1979年、266－284頁。  

19ヵテーニンの『オリガ』は、多少の批評家の関心は呼んだが、より民衆的な作品として読  

者に受容された事実はなかったという見解もある（Cave〟柑〝XH3H川nO33Ⅰ畑ⅩyKOBCXOI℃．  

杓Ⅶ0）KemeH¶M几mepmypa．M．，1975．C．167．）。  

ヱ0第1期は1808－1814年（『リュドミーラ』、『スダニトラーナ』執筆期。後年にくらべて自由  

翻案が豊富）、第2期は1816－1822年（第1期に比して翻案・翻訳の自由度は減少）、第3期は  
柑28－1S32年（『レノーラ』発表。原詩に忠実な翻訳が大半を占める）である。  
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以下に各作品を概観し、それぞれの異同を指摘する。  

2－1．ジュコー7スキイ『リュドミーラ』（伽∂〃Mα，1808）21   

時代は16世紀リヴォニア戦争期。訳者は原詩の舞台をドイツからロシア  

（ルーシ）に移し替え、バラッド詩にロシア的精神を吹きこんだ。形式として  

は、原詩の4脚ヤンブ（qeTもIpeXCTOnHbI頁兄M6）の代わりに4脚ホレイ  

（甘enupeXCTOnH以羞ⅩOpe蕗）が適用された。また、原詩では1連は8行から成  

るが、本作品では1連12行に改変されている。しかしバラッド全体の長さは、  

原詩の32連に比して本作品では21連に短縮されており、全体の詩行は原詩256  

行、翻案252行と大差はない。全篇をとおして女性韻（Ⅹ班C正調p坤Ma）の2  

行詩と男性韻（My）KCK誠pIゆMa）の2行詩が交互に出現しながら、純粋な連続  

脚韻（ⅢapH狙p叫Ma）をなしている。以下に翻案詩に即してプロットを追う  

ことにしよう。   

リュドミーラは義勇軍の一員として戦地に赴いた恋人の帰りを待ちわびてい  

る。しかし、帰還した隊列の中にその姿はなかった。ある晩、絶望のあまり神  

と自らの人生を呪うリュドミーラのもとに、花婿が馬に乗って帰還する。ここ  

では、神を呪誼する女主人公という原詩のプロットが継承されている。  

「夜になって随分経つかしら？  

夜半を過ぎたばかりだわ  

聞こえるでしょう？鐘の昔が」  

「風はおさまった 松林が鎮まり  

月が水の流れに映える  

駿馬は瞬時に辿り着くだろう」  

く胡0Ⅶ，脚HO皿Ⅰ地口ym？  

no刀HOt払Ⅶ皿mtmr卿血皿  

CJ恥皿？Ko几OKO几け卿〉．－  

く心e陀pmHyJI；鮎pMO叩  

M∝兄uB80脚戚TOKJTI卿；  

MlmM申r収適m馳皿OMⅦm〉・1  

21ジェコーフスキイの作品からの引用はみ0β亡刷痴且」．no刀HOeCO6paHHeCOIHHe甜鎮H口HCeM  

B20TOMaX．H3ノl－BO5I3hJKHCJlaB月HC畑XKyJ］UryP，M．，2008による。和訳は拙訳によるが、以下を参  

考にした。栗原「死んだ花婿が花嫁を連れ去る話」17－24頁。『リュドミーラ』については栗  

原論文に全訳が掲載されているので本稿で全文をひくことはせず、原詩との異同のきわだつ  

箇所を瞥見するにとどめる。  
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「手狭なお宅は一体どちら？」  

「遥かな異郷の地リトアニアにあって  

冷たく 静かな 人里離れた一部屋  

若い芝に覆われ  

組惟子 十字架 板六枚がある  

さあ行こう 道は遥か」   

（くⅠ‾he埠C伽l，TBO鏑mHb成員OM？〉〉－  

（（TゝM，B几m，叩むOtly〉ぬM：  

XJl叫e埠TlⅨ，y卿eH】皿吼  

C肥和ⅧⅥ爪印HOMnOlq氾班HI払痢；  

Ca叫騨汀H山肌月mK  

E瓜eM，現eM，ー叩脚eK〉〉．  

真夜中の出立を急かす恋人を不審に思いながらも、リュドミーラははるかリ  

トアニアの地をめざし馬上の人となる。原詩の花婿はボヘミアからレノーレを  

迎えにきたが、リュドミーラが恋人とめざす先はリトアニアに変更されてい  

る。また、原詩では恋人たちの新床が墓所であることはバラッド結末まで明示  

されないが、本作品では上記引用箇所（第13連11行「経椎子 十字架 板六枚  

がある」）において早くも明らかにされる。22  

静かな影のきぬずれが聞こえる  

夜半のまぽろしの刻  

雲の煙に群れとなり  

遅くのぽった月とともに  

棺の遺骸をあとにして  

軽やかで晴れやかな輪舞となって  

気流に絡み合っている  

ほら むこうへ駆け抜けていった  

ほら 大気の聖歌隊が歌っている  

ネナシカズラの菓のまにまに  

軽やかな風が吹きわたるように  

小川の水がせせらぐように  

C皿ⅡⅡ訂ⅢOpⅨⅦXⅧH頗：  

BtI∝n叩仰払Ⅸも叫el朋鎖，  

B凪Me如Tnm10丘，  

n匹ⅨOCTM甲血）抑童  

Cno御tMM∝虹p80CXqqOM，  

刀eIⅧ，Cm叩叫qOM  

Bller払∽叫y11皿サIOCBⅣmCb；  

Bαr盟HI仇別口OHmCI，；  

放汀nOI餌Ⅸ叩払Ⅰ刀HXH：  

帥BJmCn』XⅢOBH月刊Ⅹ別  

B脚℃月刀eⅧ叩ぢ  

軸mmelq訂Ⅳq旧（．  

ユ2死せる花婿の本性が早々と明示されるプロットについては、同時代の詩人や批評家のあい  
だでも大きな議論の対象となった。ジュコーフスキイとカテーニンの翻案詩をめぐって巻き  
起こったバラッド論争に際して、前者の翻案詩を全面的に支持したグネージチも、当該部分  
に関しては訳者のおかした最大の過ちであると指摘している。この見解はグネージチの論敵  
となったグリポエードフにも継承された。詳しくは以下を参照。肋叩0叫Ⅹy粗8CⅢ鏑HerO  
叩eM乱C．89．  
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原詩では葬儀の鐘の音、亡者の歌、棺、葬列、刑場、亡者の輪舞など、死者  

の世界を彩るモチーフが大きく前景化され、バラッド全体を特徴づけている。  

また、随所に散りばめられたオノマトペ（「パカッ パカッ パカッ」という  

馬蹄の音など）、花婿の口からこぼれる「おお 亡者の馬のこの迅さ お前も  

死人がこわいのか」というリフレイン、繰り返し立ち現れる亡者の輪舞など  

が、神罰の下るクライマックスに向けて一定のリズムを刻み続けており、これ  

らは不吉な結末を暗示する不気味な伴奏の役割を果たしていた。23   

一方『リュドミーラ』では、原詩で描かれた奉書めの処刑台やオノマトペは  

割愛され、あるかなきかの「静かな影」が、きぬずれの音をさせながら「軽や  

かで晴れやかな輪舞」を披露するばかりである。むろん、花婿が亡霊たちを従  

えることもなく、婚礼に招待することもない。  

「近いの あなた？」「着いたよ」  

聞こえるは松の木々の揺れる音  

聞こえるは門から滑り落ちる閂の音  

矢のように中庭へ駆けこむ駿馬  

一体リュドミーラは何を目にした？  

墓石の列 墓の十字架  

その中にそびえる神の教会  

墓を駆け抜ける馬  

馬蹄のひびきがこだまする壁  

そして亡者の静かな声のような  

（瓜Ⅶ囁D瓜，M打Iu羞恥〉－（くBoTnp旺Mlla皿Ⅰ払〉〉．  

C皿ⅡIlyT：00CHもⅠ盟11ImCb；  

CJThⅡ1IyT：Cn狛CBOPOT3anOP；  

鮎p3b戒抽Hも叩IOH船員師p・  

qmxe，t爪BOⅦX伽Ⅰ？  

伽me鎮p兄礼Ⅰ中eCmIMOnⅥもち  

Hc卿11ⅡⅨMx匹伽・  

IbHbHeCm口OI騨血；  

C代Hu3BOIⅨl戒mp那Ⅶn叫  

HB叩a蹴tlymmmⅡm戯Men叫  

23 ビュルガーの原詩では、馬を追いたてる「ハイドゥハイドゥ」といった掛け声や、馬蹄の  
「パカッ パカッパカッ」といった擬音語が多用され、バラッドに一定のリズムと調子を付  
与している。ジュコーフスキイはこのようなオノマトペを採用しなかったが、これは擬音の  
多用による滑稽さを制御するためであろうと栗原は推察している（栗原「死んだ花婿が花嫁  

を連れ去る話」26頁）。同様のジレンマは原詩の翻訳に携わった英仏の詩人たちも共有したよ  

うで、スタール夫人の『ドイツ論』においても鋭く指摘されている。また、フランス語訳と  
オノマトペの問題について、以下のような指摘もある。「ビュルガーが頻繁に使うオノマトペ  
に多くの翻訳者は抵抗を示した。（．‥）馬から降りた騎兵の鎧のがちやがちゃいう昔（血pp  

trapptrapp）に引き続き、今度はとうとう門の取っ手がからんからんと鳴る（klinglingling！）。  
（…）こうしたオノマトペは、とりわけバラッドが朗読される際には絶大な効果をもたらす。  

しかし、ネルヴァルの1830年の翻訳などの例外を除けば、多くのフランス語訳でこれらのオ  

ノマトペは削除された」。（森田「『レノーレ』をめぐるテキストと図像」37頁。）  
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草葉の陰に聞こえる囁き  

と、そこに燃え立つ明けの明星  

リュドミーラはどんな一い尭だろう？…  

新しい墓に突進し  

騎手もろともそこへバタンと入った馬  

突然響く鈍い地下の轟音  

おぞましく乱んだ板  

ぶつかり合う骨と骨  

舞いあがる挨 弾けた確  

そっとそっと開いた棺…  

一体リュドミーラは何を目にした？  

ああ 花嫁よ 君の恋人はどこに？  

君の花嫁の冠はどこに？  

君の住まいは墓 君の花婿は死者  

うつろな屍が見つめている  

硬直し 微動だにせず 青ざめて  

長い経椎子に包まれた屍  

かつての麗しき姿も今はおぞましい  

おちくぼんだ死者の両頬  

濁った半開きの眼差し  

十字に組まれた両の手  

突如かすかに身を起こし…指で招く…  

「旅は終わりだ おいでリュドミーラ  

僕らの新際は暗い基  

とばりl調音の白い覆い  

湿れる大地のまどろみは甘い」   

K誠y00n皿¶Ⅸ1崩m弧．．  

放汀几eI叫皿♭．  

qm）粍耶伽Ie？‥  

Kc附くdhのHも叩Ⅰ即・l狐bMOrH刀ち  

町XBH∝HCCqO畑M．  

B脚r－IT叩Hnq正妃MWr匹M；  

C甲山IHO几OCKh叩即；  

敗灯mBm盟Cly・lamt；  

nMもⅢBI皿；房py‖∽On；  

TI償0，THXO虻叩♭mC月ー画．．．  

qⅦ）紀，tmBα1aX伽Ⅰ？．．  

Ax，HeBeCm，rZleTBOiiMⅣm戒？  

meBeHla恥Ⅰ払戒T80頁Betlell？  

爪）MT姉弟－Ip6；）托HIⅨ－Me印恢狐  

B牲町rrT冊′r101湛neHeJ払崩：  

np恥1，He月別肛那HM，ⅢOCⅦ1e皿戒，  

ルmⅥ服IOMOふ馴化  

C叩餌IeHM町払成一卿eB叩；  

Bna恥川叩ムIeJ抑Ⅰ；  

叫潤HB犯pnO町m甲bnも1玩  

町Ⅶ∽0ⅩeHbI岬mM．  

B間rrnpH刀℃Ta刀…MamⅢqm…  

（（IbHqeHIlyn：mMHe，伽  

HaMnOCTUIb－ⅧMHaMOn叫  

あ虻C一見月aHrp（史b踊鏑；  

C柳Cna¶♭8J妃≠UeCbI匹抄〉．  

闇夜を疾駆したあげく2人がたどりついたのは墓場であった。二人を乗せた  

馬は、まだ新しい墓穴（埋葬者が死後間もないことが暗示される）になだれこ  

み、リュドミー ラもまた騎手とともに呑みこまれていく。そこで棺のなかから  

花嫁を手招いたのは、硬直して青ざめ、濁った半開きの眼とおちくぼんだ頼を  
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した、死せる花婿であった。その身には経惟子さえまとっている。   

馬上の恋人が一瞬にして爾健に変じる場面は、原詩『レノーレ』の要となる  

部分である。原詩では死せる花婿が一変するさまは、第30連の8行で簡潔に述  

べられていた。いっぽう本作品では、第19連から第20連の計24行（原詩のはぼ  

3倍）において、死者の様相が仔細に描き出されている。また、「君の住まい  

は墓 君の花婿は死者」、「僕らの新床は暗い墓」など、説明的な詩行も付加さ  

れている。このような蛇足ともとられかねない冗長な部分は、原詩には見られ  

ない。  

リュドミー ラは如何？‥・彼女は石と化し  

その目はかきくもり その血は凍りつき  

絶命して遺骸の上へ倒れこんだ  

雲間に響くうめきと絶叫  

地下に響く金切り声ときしみ  

突如亡者が群れをなして  

墓の中から続々と現れ出  

静々とおぞましきコーラスを唸りだした  

「死すべき人間の不平などただの戯言  

至高の天帝は正しき裁き手  

創造主はお前の嘆きを耳にされ  

お前の死すべき時が来た 終わりは来たれり」   

tImx月間叩血？．．KaMeH呵  

MepKHyr抑Ⅰ，Ⅰ甲0払ⅣlaA呵  

nmM印【個Ha叫肌  

CmHItBOIⅧB血Ⅸ；  

B旧rIIC鱒貯rn印l父Me拍；  

B卿ry00ⅧtemIO10  

ⅢmyⅨCもⅢMOrH刀；  

Tm鏑，C叩乱皿払戯ⅩOp二娼8bm：  

（疋M甲m門口OT鹿野a∝那鰐H；  

11叩bBce8bⅡ1ⅡⅡ戯Ilpa師qⅥeH；  

11氾責yc皿皿mHT附匹u；  

q鉱Tち0鎮6ⅣⅠ，Hm粕Helや〉．  

原詩との最大の相違は、あくまで花婿が死者として描かれることであろう。  

ビュルガーは死せる花婿に＜死神＞の付属物である大鎌と砂時計を持たせた  

が、ジュコーフスキイの花婿は＜死神＞に相応しいものは何一つ持ちあわせて  

いない。この改変は3作品をとおして貫かれ、訳者の一定の意向が読みとられ  

るが、この点については全作品を概観したのちに立ち戻ることにしよう。  
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2－2．ジュコー7スキイ『スヴェトラーナ』  

（（元e〝∽α〃α，1808－1812年執筆、1813年発表）  

詩人はロシア独自のバラッド詩完成を目指して、1808年に『リュドミーラ』  

を発表したが、その成功に満足することなく新たな翻案詩『スヴェトラーナ』  

に着手した。『スヴェトラーナ』の発表は、前作『リュドミーラ』の4年後で  

ある。本作品の舞台にもロシアが選ばれ、背景としてスヴヤートキ最終日の晩  

が設定された。ジュコーフスキイは原詩『レノーレ』に挑むようにして、この  

作品にフォークロア的要素をふんだんに盛り込み、翻案を超えてさらに創作へ  

と近づいていった。詩人の労は報われ、『スヴェトラーナ』は『リュドミーラ』  

よりもさらに熱狂的に迎えられることとなった。24後輩詩人のプーシキンは本  

作品をこよなく愛し、自己の多くの作品で引用している。25   

形式としては4脚ホレイ（tleTh7PeXCTOI7HhI葺xope弟）と3脚ホレイ什pexcTOrIHbI放  

ⅩOpe責）が混交されており、1連は14行に増やされている（原詩は1連8行）。  

女性韻（xeHCKaE PHOMa）と男性韻（MyXCKaE PIゆMa）を交えて、交差脚韻  

（rIepeKPeCTHa兄PIゆMa）、連続脚韻（ⅡaPHa兄P一ゆMa）、抱擁脚韻（oxJ3aTHaEPIゆMa）  

の組み合わせが規則的に反復されている（脚韻は、交差・交差・連続・抱擁の  

順に規則的に繰り返される）。この改変により表現の柔軟性がさらに増し、ビ  

ュルガーのバラッド詩は抒情性に富んだロシア風バラッド詩に生まれ変わった  

と言えるだろう。   

バラッドの梗概は以下のとおりである。スヴェトラーナは帰らぬ婚約者を待  

24『スヴェトラーナ』の華やかな成功については以下に詳しい。伽飢撒〃αg．且町CCK打孟  
CBmtlthI蕗PaCCKa3：CTaHO8JIeHHeXa打pa．CnryCⅢ6．，1995．C．84－85．  

25『ユダグーニー・オネーギン』の第3章第5連、第5章エピグラフおよび第10連、『ベー  

ルキン物語』中の一篇である『吹雪』の題辞など。とくに『オネーギン』第5章＜タチャー  
ナの夢＞への『スヴェトラーナ』の影響関係については豊富な先行研究がある。詳しくは以  

下を参照のこと。3おecMIlytmHXy粗JICK鵬．rIyTnKmpOJtOHaqan”lⅨHOBOiipyccKO蕗  
JLHTepれyptJ．M．－JI．，1941．；伽u308A．Mopo3Ha3ZTZ，Ma〟OroHbBeIIIe軋CoBeTCKaEPocc舶．M．，  

1989・；JbeT，30fLMCHhIrIyⅡma〟M某XalUlrtPⅡIeH30H．H36paHHOe．Tll．My几pOCThrIy旺IKH77a．  

Gesharim，MocKBa－HepycaJMM，2000，C．184．；田辺佐保子「＜クチャーナの夢＞の文学的背景J  

『一橋論叢』第89巻第1号、1983年；郡伸哉『プーシキンー饗宴の宇宙』彩流社、1999年。  
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ちわびて、占いで心を慰めようとする。そんな彼女のもとにあらわれたのは、  

死者へと変わりはてたかつての婚約者であった。彼女は夢をつうじて死者の世  

界と接触をもつが、敬虚な信仰心のおかげで不吉な夢はその予言的効力を喪失  

することとなる。婚約者は無事生還し、バラッドは大団円を迎えて終わる。   

以下に、バラッドの全文を引用する。26  

『スヴェトラーナ』  

ヴオエイコヴァに捧ぐ  

さる洗礼祭の前  

娘たちは占いに興じていた  

足から靴を脱いでは  

門外に投げ出すかと思えば  

雪に隠された指輪を探し  

窓辺で耳をすませるかと思えば  

雌鶏に決まった数の穀粒を与え  

白い蝋を燃やすかと思えば  

清らかな水の入った茶碗に  

金の指輪やエメラルドのイヤリングを  

沈めたかと思えば  

白いプラトークを敷き詰め  

茶碗を見下ろしながら声を合わせ  

皿占いの歌を合唱していた  

おぼろ月輝く  

もやがかった薄闇一  

口数少なく沈むは  

いとしいスヴェトラーナ  

「ねえあなた 一体どうしたの？  

何か言ってちょうだい  

CBET刀AIiA   

AA．BOElイKOBOIイ．  

P犯BK匹叫eIICⅢ戒B飢e匹K  

月¢叩脚：  

丑＝和pm6am椚OK，  

CH皿CHOnち6叩l；  

CHerⅢ0几OJⅨ；Ⅲ（ⅥOKHOM  

C叩；KOpM肌1  

CⅦ汀Ⅲ瓜山町pIⅢy3印HOM；  

月p亜B∝KⅧ一肌；  

BtI叫CⅦm旧B町10鎮  

KmneⅣreHも犯刀∽0玖  

C印bⅣ明y肝払Ⅰ；  

PmI鎚Jm戚m   
HHaAtlaⅢeiiⅢe刀HB几叫  

n∝eHXH口印再JⅡ0即払l．  

「吋CⅣIOC好ⅣⅣ月JIyHa  

B叩鑑eγM加a－  

Mo押Ⅰ訂ⅡlBaHIlγm  

M打Ia月C以汀几独仏  

（（qTO，nO耶eI払IqCT（愈）由？  

B以m代打m朋‖訂OBetⅨ0；  

2‘本バラッドについては除村ヤエの訳（『世界名詩集大成12ロシア篇』平凡社、1959年）が  

存在するが、半世紀以上前の訳業であり、またバラッドがおさめられている詩集も現在では  

絶版となり入手困難なので今回改めて訳出することとした。和訳は拙訳による。  
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C町u城n∝W叩ym噸焔；  

BbⅡ払Ce鎚KOJIetⅨ0．  

no且，叩拙m弥（くKp＝elも  

C町蕗MHeⅥ打rHHOB既Helも  

CKy拓静皿qOm；  

MHem兄ⅧM既H叫OM，  

α如門訂眼目Ⅷ川0皿qOM  

npIIC耶MH飢∝〉〉．  

く此ⅨMOⅣ，nq叩卿Ⅰ，nm？  

MIU払疏鼎rr脚IeKO；  

MHeCy皿盃ⅡHayMe匹m  

B叩yCmO卿101くOii．  

I「0月叫氾MⅦ皿誼一十Ⅸ灯mH田  

OHl（OMHeHerm訂；  

Ax！aI別Jm叩aC巳HCBeT，  

仙＝¶m叩皿1亡皿Iul＝T…  

Ⅰ心mHeBCIlOMHH止払0反）MHe？  

me，BIQXO鏑ⅧIm匹He？  

neTBO弁06IT柁几b？  

月MOmbVC刀8blJ払旧！  

yⅦIneq飢もMOX），  

Amぅ「陀m〉．  

BoT，BCm叫eCM＝餌甲b汀  

臨調0鏑ne刀eHO旧；  

HHaTOMm刀eCTOI町  

おp拓打IOCCBet10IO；  

恥l甲l血1迫Hame．  

く軸CⅨ汀叫  

BⅦmM3印mnamMe  

Bno几汀0Ⅶ、良ヨ（痴MaHa  

T山野＝詑】止Ⅰも画I通c師弟：  

CTyⅦ訂8几8印HM｝皿戚丁斑戒  

持ち回り歌に耳を澄ませてちょうだい  

指輪を抜いてちょうだい  

いい子だから歌ってちょうだい「鍛冶屋さん  

私に新しい金の冠を作っておくれ  

金の指輪を作っておくれ  

私がその冠を頭に戴き  

その指輪を交換できるように  

聖なる経机のもとで」と  

「あなたたち どうして歌など歌えて？  

愛する人ははるかに遠く  

私はひとりさみしく  

死にゆく運命だというのに  

一年は瞬く間に過ぎたのに一行方は知れず  

あの人は私に便りもくれない  

ああ！ただあの人ゆえに世界は美しく  

ただあの人ゆえに心は息づくというのに…  

それとも私のことなど忘れたのかしら？  

どこなのあなた どこのお国にいるの？  

どこにお住まいなの？  

私は祈り 涙にくれているというのに！  

どうかこの哀しみを癒してちょうだい  

癒しの天使よ」  

見れば 客間では今しもテーブルが  

白いクロスに覆われ  

そのテーブルの上には  

鏡と蝋燭が置かれ  

食誰が二式並べられている  

「占ってごらん スヴェトラーナ  

曇りなき鏡のおもてに  

真夜中 お前はきっと  

自分の宿命を読みとることができるから  

お前の愛しい人が扉を  
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軽やかな手つきで叩く  

扉の閂が外れる  

お前の愛しい人は自分の席に座し  

〉．  お前と夕食をともにすることだろう」  

几moIOⅣKOIO；  

yll礼耶汀C叩義認rlOp；  

C札叫汀OH3aCBO鎮Ⅲp血p  

y）灯江Ⅰ三汀もCⅧ欣加〉  

今や美しい娘はひとり  

鏡に向かって座り  

ひそかな怯えを胸に  

鏡をのぞきこむ  

鏡のおもては暗く  

あたりは静寂  

ろうそくの揺らめく炎が  

かすかな光をそそぐ・・  

怯えに彼女の胸はうち震え  

怖くて振り向くこともできず  

恐怖に瞳はかすむ…  

炎が音を立ててばっと燃え上がり  

真夜中の使者こおろぎが  

哀れな声を張りあげる  

スヴェトラーナは頬杖をつき  

やっとのことで息をついている…  

すると…誰かが鍵を  

静かに叩く音がする  

おそるおそる鏡を覗けば  

彼女の肩越しに  

誰かがどうやら両の眼を  

らんらんと輝かせている様子…  

恐怖に息も絶え絶え・・・  

突然彼女の耳に  

静かで軽やかな声が囁きかける  

「いとしい人よ 僕は君のそばにいるよ  

天が静まり返ったので  

君のつぶやきが聞きとれたのだ！」   

BoT呵氾G通l皿PO碑  

文鱒P隠Iy耶；  

C脇IO勘坤丸m郎OHa  

B鷲p皿101丁叩耶；  

TeM打OB3甲氾几e；呵γrOM  

M甲l昭M㈹；  

C8etI砲丁匹HeT恥MOⅢeM  

恥皿l訂Cl皿もe．．．  

P血B＝eii80JⅢy田‖py恥，  

C卿0感血a3廻田m耶  

C叩孤叩汀OtⅨ…  

CTI尤CXOMmⅨHy刀0Ⅰ℃HeK，  

Kp叫Ⅵ狐IO6IiOC班plIOK，  

BecⅧKⅢ0刀yl10tⅢ．  

Ⅲq耶印ⅢⅢC兄爪ORmOM，  

tIymC好m弧a押Ⅱ1皿汀…  

BoT…几erOXOI払Ⅹ0刃皿ⅨOM  

肋mc叩叫C皿ⅡMT；  

Po6ⅩOB卿0間：  

：ねeemelIaMH  

Km，Ⅴ瓜ⅣIOCも，血町n汀  

月pK旺M劃IⅥa鷲仙m…  

おⅢmC兄餌叩Ⅸa町X…  

B用乃′rB館MemeT叩Ⅹ  

TIⅢ銃刀eⅨI戒ⅢeHm：  

（dcTO60玖MO刃叩am；  

y噂mCもH如  

TBO汲yc皿皿卸門口OT！〉〉  
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振り返ると…そこでは恋人が彼女に  

腕を伸ばしている。  

「我が喜びよ 我が眼の光よ  

僕らに別れなどあるものか  

行こう！司祭さまが教会で  

補条や堂務たちと一緒にお待ちかねだ  

聖歌隊は婚歌を歌い  

聖堂はろうそくに輝いている」  

その言葉に可憐な眼差しが返され  

二人は広い中庭を通り  

板張りの門を外へと歩み行く  

門のそばでは陸が待ちうけており  

逸りに逸る馬たちは 今にも  

シルクの手綱を引きちぎらんばかり  

二人が榛に乗ると‥馬たちは一目散に駆けだす  

馬たちは鼻息を荒げ  

その蹄からは雪けむりが  

吹雪さながら構の上に舞う  

走りに走れど…あたりに人気はなく  

スヴェトラーナの瞳に映るのはステップのみ  

月にかかるは霧の貴  

かすかにきらめく平らな草地  

不吉な予感に心ふるわせ  

乙女はこわごわたずねる  

rなぜ黙りこむの あなた？」  

いらえの声は何もなく  

彼はただ月光を見つめ  

蒼槌め ふさいだまま  

馬たちは丘をひた走る  

深雪踏みしめ・・・  

ふと見遣ればかたわらには  

聖堂がぽっりとたたずむ  
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Or叩．‥M町戚KHeii  

n叩汀耶Ⅰ．  

く♂aq∝TちC班TMOHXOqe玖  

HeT〝l兄H狐叩  

EqeM！nonyxBll印粗H瑚訂  

C几b瓜OHOM，月U粁ⅨaⅦt；  

ⅩopBeHⅦ】も町n∝仙n∝℃  

Ⅹ騨朗臨1mCⅢD〉．  

EMBOⅧeTyMⅣ払仙叩；  

牲叩＝al岬K戚即叩，  

BBO叩T∝OB以；  

yBOⅣrⅡX躍Ⅱαl叩；  

C－ieT甲ne払兄粗瑚p8yr  

no叫aⅢeJⅨOBu．  

CeJM＝．XOlmCMm叩お；  

n岬押IMHO印加Ⅰ；  

OTt（0ⅡuT｝ⅨⅢ卿aCb  

B上．拍ⅠⅦ11叫G伽Ⅰ．  

師…町m蹴e駈呵ヴー，  

CT乱打btOⅦXCBmIbI；  

HaJ叩e叩Ⅱ払Ⅲ呵γr；  

t匝6mm几払L  

C御eBe叫ee卿叩  

P（痴xo刀eBaⅣ00pm：  

血mcMOJⅨHy叫睡U払由b）  

HHⅢ0刀αIOBae益BOT8er：  

0¶W氾叩戒c貯ち  

E刀印el川㌍仙．  

KolⅢMⅧnO6）叩M；  

To叩CIler両川嵐…  

馳rB叩ⅠⅨelb朋戒x騨仏t  

BIⅥeHO卿0Ⅲ戒；  
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旋風が扉を開く  

聖堂には人また人  

香煙にかすむ  

シャンデリアのあかあかとした光  

中央に鎮座する黒い棺  

引き延ばされた司祭の声  

「墓地〈欄民らしめよ！」  

乙女はいっそう寮えあがる  

馬たちが聖堂を通り過ぎようとしても  

恋人は黙りこくり 蒼槌めふさいだまま  

にわかに辺りが吹雪きだし  

雪が綿毛さながらに舞い踊る  

黒痛が羽音鋭く  

構の上を旋回する  

その時き声が告げるは悲嘆！  

逸る馬たちは  

しかと闇の彼方を見据え  

たてがみなびかせる…  

草原にかすかにともるともしび  

見えるは安住の地  

雪に埋もれた百姓小屋  

駿馬たちは足をいよいよ速め  

足並みそろえて雪をけちらしながら  

百姓小屋を目指してひた駆ける  

かくて百姓小屋に辿り着いたはいいが・・・  

たちまち属たちは 眼前から消えうせた  

馬も徳も花婿も  

とうからなかったかのように  

暗闇の中ぽっねんと  

恋人にうち捨てられ  

乙女は恐ろしき場所にとり残された  

あたりは吹雪 雪あらし   

押印HBHXOpもCnもOpH刀；  

TbMaJ山刀eii恥X匹Me；  

月pⅢ戚c8打l嘲I  

TシCKHerB¢I仏机払Ie；  

Haq冷町ⅡIeq印Ⅶ通rpd；  

HmaclⅡr叩IOnOn：  

（く6y押IB3爪MOnⅥ0鋸〉〉  

ny叫e月eBmIa卿）m；  

KoHHM蝕0；用乃TMOⅣ孤汀，  

6爪印eHlty払Ⅲ01t．  

馳甲〉′I’M醐叫a呼叩M；  

CHer以ⅥMT即OK恥m；  

q印払鰯叩むl，CBnm叩MOM，  

BmIl叫G伽；  

80岬叩汀：口eⅦも！  

Ko＝Hm匹ⅣⅠ岨bl  

tlyⅢOCM∽p那BTeMHy抑  

口碑ml餌叩拙bl；  

6坪灯BnO刀eOr伽eK；  

BH月田M叩Ⅰ咄ym刀0ち  

ⅩHXl丑ⅨaⅢOACHerりM．  

KoHH60騨朋e6ム1CT匹玖  

CHer田pも皿誠，叩血相K打e葺  

MⅦⅣ兄JppKHb則包柑M．  

B研＝岬Ⅷ肝mmlC乱・・＝ 

班＝州頭Il匹m：  

Ko叫鋤∬米eIⅨX  

6y卯OHe6b肌  

伽0嘲BnのもMaX  

6坪山eHaOT卿  

8cIp乱l打払Ⅸ月e8ⅢpM∝ⅧX；  

B叩汀M職HBb拍m  
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触B叩－∽即yHeT…  

B＝且e＝e崩B旧6）ⅦⅨeC8eT：  

B町Ⅲ甲叫mb；  

B卿ePbCMO几相和叩…  

月8印bⅢmyJl鑑札‖CI甲bm…  

THXOpampⅢl鉱b．  

qⅧX？・・BⅢ6yl此erp痴；I－a叩b汀  

ぬIOIO3訂IOHOii；  

Cna008皿Ⅸ8HO柑Xml叫  

C8餌KaⅢ脚IⅨOHO軋．．  

Ax！C野川叫mCT血蕗？  

Bt丑止D3alUIa（痴m？  

C叩皿IeHXⅧtHもⅠ町m鎮  

良m戒m．  

BxqルrrCT匹ⅢemM，B∽田aX；  

nI糊肛0＝0由mBr甲Ⅸ，  

Cna町ⅢOMO皿皿払；  

Hc叩mMC恥仙川p叩e，  

no皿CBm】IM別By和服e  

P（血0叩mam．  

B∝叩IO…Bb氾mH訂…  

0血c貯ⅠⅠくaⅧ，  

To口匹JⅡβTヱ騨，耶戒c町  

Toon爪mn℃月…  

B∝B画粗叫M甲一触MCHe，  

C叩皿lIH∝MOJIⅦmβ…  

qy，Cm！．．8Ⅷle  

刀em∝叩批．．．  

放汀，WKH頗BymJIOX  

反別0α弧房ーゆⅩ  

CcmnⅦaⅦち  

THXO脚，叩附m，  

戻ろうにもー跡もなし…  

百姓家の灯りを目にした乙女  

かくて乙女は十字を切り  

祈りとともに扉をたたく  

扉がゆらめき…きしみ…  

静かに開いた  

するとどうだ？百姓家にあるのは  

白い布に覆われた棺  

棺の足元には救世主の御姿  

聖像前にはろうそく…  

ああ！スヴェトラーナよ どうしたのか？  

お前は誰の住みかに迷い込んだのか？  

人気ない百姓小屋の  

いらえ無き住人など身の毛もよだっ  

乙女は懐きつつ足を踏み入れ  

涙ながらに聖像前の塵芥へ倒れこみ  

救世主に祈りを棒ぐ  

そして十字架を手に  

聖像の祀られた片隅へ  

おどおどと身を潜める  

あたりは一面の静寂…吹雪はやみ…  

停げに燃える一本のろうそくが  

ゆらめく光をそそいでは  

ふたたびぽやけていく…  

すべてI£ふかくまどろみ…  

身の毛もよだつほどの沈黙・‥  

しっ スヴェトラーナ！‥・静寂のなかに  

かすかなさざめきの音がする  

ふと見遣れば 片隅にいる乙女のもとへ  

澄んだ瞳の  

雪のように白い鳩が  

巽を静かにはためかせて飛来し  
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乙女の胸に静かに舞い降りて  

両翼でその胸を覆いかくした  

ふたたびあたりは一面の静寂…  

ふとスヴェトラーナは思った  

白い布の下で  

死者がうごめいているのではないかしら・・・  

覆いがずり落ちると 死者の  

（顔かたちはぬばたまの闇）  

全身があらわとなった一額には冠  

しかと閉じられた両の眼  

不意に…つぐまれた口から坤き声がもれ  

死者は冷えきった両手を  

広げようともがいている‥・  

果たしてその時乙女は？…震えるばかり…  

もはやこれまで…だが  

白い鳩は眠らない  

鳩はにわかに羽ばたくや  

軽やかな両薬広げ  

死者の胸へと飛びのった…  

あらゆる力を喪っていた死者は  

うめき声をあげたかと思うや  

恐ろしげに歯乱りをし出し  

乙女に向かい威嚇するかの眼を  

ぎらつかせはじめた・‥  

やがてまた口唇には青白さが戻り  

吊り上った眼には  

死がまざまざと浮かびあがった‥・  

ごらん スヴェトラーナ‥・おお神よ！  

乙女の愛しい恋人は一死者なのだ！  

ああ！…そこで乙女の眼は覚めた  

ここはどこ？客間のまんなかの   

KHeiiHan甲CⅥ¶ⅨOC飢，  

（瀬棚lⅨ叩bUl拙1．  

CMOJmO8∝Orl爪印ymM．．．  

Bの・，CBemむteMHI爪℃ち  

qTOnO月毎瓜別Ⅲ0月OTHOM  

M甲柑u鎮凹e肌…  

Cop弧IC兄nOI申OB；M年汀虻q  

（坤m叩Ⅲ恍HOⅦt）  

8IⅥ飢8‰一船月毎斑〃叫  

おⅠも0匹恥10Ⅶ．  

8卿．．ByCT孤00叩Ⅸm正；  

CH爪印叩Otl  
恥0叫eJ札‥  

qmxe皿eB叫が・・A匹m＝．  

r血6几PBXO…HOHeCI皿  

ro町60qeKぬ払嵐  

BcTpemeHyJIC刃，pa3BePTTyJt  

刀eIIKheOHKpH皿Ⅰ；  

KM甲Ⅰ恍町船IW恥鋸nOp叩几…  

B∝孟JmeH｝払戒cH∬bち  

n匹m＝加，盟C印e刀∝nⅥ刀  

C叩a皿100H3頭aMH  

H規月e町ぷ狐叩  

「IXBHbIWOq別uH．．．  

C〃08a蜘旭yCT孤；  

BmIlⅡⅨC兄nlZBaX  

CMepnI806pぉIm払…  

rl恥Cm．．oTⅨ〉匹u！  

M肌戚叩yreモーMepT蹴u！  

Ax！…Hr甲泊y乃廿IaCb．  

ne）Ⅸ？‥y父p叫q耶a  
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n∝卿C叩1；  

BTOH相成3aHa王妃℃Om  

C8m町q月eI叩Ⅰ；  

uy瓜払IM6好ー甲MOMn叩，  

月eHも叩tl誠neI｛随M；  

B∝6月m・・・C8ⅧけⅠ町X  

CMy代HCHO8叩悍H鵜M．  

く仏x！〉ⅦaC叫rlXBm適00H！  

H印画匝∝111a訂OH－  

npb町拍Cy戚I廿Ⅳ；  

T血戯MpaX叩叩叩Ⅸ聞鴎  

qm町Ⅲ仙即ⅦeMOeIち  

P叫肌l仙叩yⅦ叩？〉〉  

Ce皿（TmO＝∝TrPy坤）  

ⅢqqoKHOMC叩  

シboK＝a11叩KⅧr叩  

BlⅥeHC鵬b叩  

CHerHa00几HuⅡⅨe6刀m，  

napa刀∝TTOHXl戒．‖  

qy！・・B脚一町m＝ⅠずMm  

KoJ10Ⅰく0瓜ⅦⅨ3801ⅨⅠ崎；  

Ha几0Ⅰ氾代C＝e肌”叩旧X；  

Mt甘ー，IaK6y∬和船叩bU頂X，  

C皿KOHHpUⅢ瓜；  

6∫暇e；myXy80叩  

Cm廿払戚mK叩bm叩叩訂．  

Km？．．刀（eHIⅨCBmI．  

tlTO旛忙丁鋸喝Cmち00鴫  

n匹pl叩汀即b叩？  

如yrcTO60晦8∝mXeOH  

Bonm叩l；  

1もⅩJⅡ血馳BerOOtl孤，  

鏡の前に乙女はひとり  

窓辺の薄いカーテンには  

朝焼けの光が輝いている  

雄鶏が騒々しく羽ばたつカせ  

一日の始まりの歌をうたっている  

あたり一面のまばゆさ…スヴェトラーナは  

夢見のために心が晴れない  

「ああ！なんと恐ろしい夢！  

夢のお告げは吉ではなく一  

つらい運命なのね  

来るべき日々の謎めいた闇よ  

お前は私の心に何を告げているの？  

喜び それとも悲しみ？」  

（胸の痔きにたえかねながら）  

スグェトラーナは窓の下に座った  

窓の外には霧ごしに  

広々とした道が見える  

雪は太陽にきらめき  

薄い蒸気が紅く染まっている…  

しっ！…茫漠たる彼方から  

かん高い鈴の音が聞こえてくる  

通りには雪ぽこり  

飛ぶようにひた走るのは  

悼馬の積  

極はぐんぐんと近づき．もう門のそば  

すらりとした客人が玄関へ  

一体誰？・・それはスダニトラーナの花婿  

スグェトラーナ 一体お前の夢は何？  

苦しみの預言者だったのか？  

恋人は今お前のもと 別れを経ても  

以前と寸分たがわぬ恋人が  

その瞳には変わらぬ愛を  
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Te）K叩mIB叩pbl；  

Te〉Ⅸ血瑚mym  

MュmもIpa引て帽瓜pbI．  

OT00p月羞c兄埠蜘坤aM；  

Bb川mXガ如叫  

BepIⅢe血Ⅰ；  

Co6甲mb，CT叩＝M喝q；  

C叩叩B3BOHXHq乱lⅢ，BJI叫  

no首陀：MHOIⅥ刀enI！  

その眼差しは魅力を宿している  

そしてその甘い口唇からこぼれ出るのは  

変わらぬいとしい会話  

神殿よ その扉を開くがいい  

貞節の誓いよ  

汝らは天上へ飛びたつがいい  

老いも若きもひとつに集い  

杯を高らかに打ちあわせ 皆してともに  

歌うがいい「幾とせも！」と  

わがいとしい娘よ 微笑んでおくれ  

わがバラッドに  

そこにあるのは大いなる奇蹟  

脈絡や意味などおかまいなし  

われは君の眼差しだけで幸せなれば  

栄光すらいらぬ  

栄光は一致えによれば一束の間の夢幻  

世間は校滑な審判者  

わがバラッドが伝えたきは次のこと一  

「現世において我らが最良の友たるは  

摂理への信仰  

喜ばしきは創造主のさだめ  

不幸－それはいつわりの夢  

しあわせ－それは目覚め」  

おお！恐ろしき夢など知らずにいておくれ  

わがスヴェトラーナよ…  

神よ、彼女の庇護着たれ！  

悲哀の痛手も  

いっときの寂しさの影も  

彼女に決して降りかかることのないように  

彼女の心はさながら晴天のよう   

y皿応HHCb，MO兄呼狐ち  

HaMOIO6即間；  

BHe綴60皿ⅢⅢeりⅥ∝a，  

OqeHもM飢OCm叩．  

B30pOMロmu臨ⅧOlⅢ，  

HexotⅣHα1鎚叫  

C几a阻－H肛㌢ⅠⅣm－J払即；  

C瑚汀一町仲兄JlymBム航  

馳r6嘲1TOJⅨM（美鏑：  

く∽ytI皿戒即yrHaMB識18HH∝鎮  

Bq氾BIlf氾Bll耶：lt嘘．  

駄l訂31脚3aXOH：  

助e払H∝▼Im－ⅧtBb戚coH；  

CⅧ弧¶は－n匹6yx且el｛鵜〉〉．  

0！＝e3H適cIⅨCl騨l∬払ⅨCHOB  

Tu，MO刃Cm．．  

6y脚，Co3鞘e羨no印0扉  

HHneq餌Ⅱlp叫  

H朋ⅦⅡIymO軋叩yCm代仙  

KHe五月aHeI（∝Hm兄；  

BHe勘町ⅢamX兄CHも戒月e川ち  
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ああ！災難の辛が  

彼女の傍らを過ぎ去りますように  

草原のふところに抱かれた  

心地よいせせらぎの輝きさながら  

彼女の一生が明るくありますように  

日々の陽気さが以前のように  

いつも彼女のもとにありますように   

Ax！几arII氾H∝m兄  

Ml伽0一駄耶Ⅷ朋pyKぢ  

K弧叩冊1汀払mⅣ・1elt氾  

6JIOいくHa刀OHeJ叩  

By凪∝月識別B馳∝C叫  

恥B∝eJI叫規K6♭叫  

月H威∝n卿  

ジュコーフスキイは本作品に多くのフォークロア的要素を導入したが、それ  

は決して純粋なフォークロアの再現をめざしたものではなかった。むしろ、詩  

人はフォークロアとバラッド詩を折衷することで、新たなポエジーを生み出そ  

うと志向していた。27そのため、本作品では前作『リュドミー ラ』のように原  

詩のプロットが前面に押し出されることはなく、『レノーレ』の影は控え目に  

後景化されている。作品の結末も、死せる花婿が花嫁を冥府へと連れ去ってし  

まう正統的＜レノーレ讃＞である前作とは異なり、独自のハッピーエンディン  

グを持つものとなっている。  

2－3．カテーニン『オリガ』（0肋～〃，1816）出  

前述のとおり、カテーニンは先輩詩人ジュコーフスキイに挑戦するように『オ  

27スヴェトラーナは、恋人を召還するため2式の食器を並べ、死者の世界との接触を果たす。  

そして、吹雪のなかを馬上の花婿とともに構で出発する。この構を走らせるというモチーフ、  
あるいはいずこかへの出立の夢は、彼岸への出立、つまり死とむすびつけられる場合が多い  
が、ここでもスヴェトラーナの出立は冥府への出立として描かれている。最終的に、起こっ  
たことは皆スヴヤートキの占いと女主人公の想像力の見せた幻想に帰され、落命したかに思  
われた花婿は生きており、夢がその予言的効力を失う結末が用意されている。しかし、本作  
品の花婿は、バラッドの大半を占めるスダニトラーナの夢において死者として描かれていた。  
最終的にスヴェトラーナの信仰心が勝利し、花婿も無事生還するという結末が語られてはい  
るが、馬上の花婿が冥界の存在ではないという確証は示されない。  
2gカテーニンの作品からの引用は此所鞘〟〃〃．」．H36paIⅢuenpOI伽e月ellM．H3か80Co8eTCKH弟  

mcaTe仙，M．，1965による。和訳は拙訳によるが、以下を参考にした。栗原「死んだ花婿が花  

嫁を連れ去る話J29－36貢。『オリガ』についても『リュドミーラ』と同様に栗原の全訳があ  

るので、本稿で全文をひくことはしない。原詩との異同のきわだっ箇所を瞥見するにとどめ  
る。  
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リガ』を創作した。この作品は、形式としては4脚ホレイ（1eTもIpeXCTOm仏滴  

xope鎮）が適用され、1連は原詩の8行が遵守されている。全31連から成り、  

原詩の32連とはぼ同等規模の作品に仕上がっている。全体は女性韻（ⅩeHCⅨa月  

p叫Ma）2行詩と男性韻（MyXCⅨa月p叫Ma）2行詩が交互に出現する連続脚韻  

（TlapHa兄P鴫Ma）と、女性韻と男性韻が次々にあらわれる交差脚韻（r・epeKpeCTIlaE  

pIゆMa）から成る。   

バラッド詩の流れに即して、原詩やジュコーフスキイの翻案作品との相違を  

比べてみよう。『リュドミーラ』や『スヴェトラーナ』に倣って、『オリガ』  

でもロシアが舞台に選ばれた。時代は大北方戦争期、場所はポルタヴァ会戦。  

女主人公オリガは凱旋した戦士たちのなかに恋人の姿を見出せず、絶望のあま  

り神への呪誼をとなえる。夜も更けたころ、恋人がはるばるウクライナから帰  

還する。先を急ぐ恋人にいざなわれ、オリガは出発を決意する。  

「暮らし向きはいかが？正直に教えて  

お宅はどんな家？大きいの？高いの？」  

「家は土小屋さ」「中は？」「狭いよ」  

「私たちの寝台は？」「板六枚」  

「花嫁の寝る場所はあって？」  

「僕ら二人なら充分さ  

起きておいで 僕の後ろに乗って  

お客様が僕と妻をお待ちかねだ」   

－（くKaⅨ刀α】Bellm？cK狙αIHe几mO；  

lbTⅨ）歳月OM？B飢HE？BI，Ⅰ00Ⅹ％〉  

－（ⅥoM一光M刀刃服紗〉．■伽BHeii？〉〉■汀∝HO〉〉．  

－（AIq抑肌皿Ⅶ竹〉一（（Ⅲ訂Ⅰも月000沿〉・  

－く心He鎮y几肌皿HeB訂r㍍〉〉  

－（くH加卿0ⅧM月OMもHOMm  

BmIb，叩∝l町ICb姐MHO鎮：  

rom叩rMeH月C〉KeHO払〉．  

原詩で「静かに涼しく小さく 大坂六枚と 小板二枚と」と描写された新床  

は、ここでは「板六枚」の「狭い」「土小屋」と表現されている。原詩でレノー  

レが控え目に「私のためのお部屋は」とたずねる箇所も、ここではオリガによ  

る「花嫁の寝る場所はあって？」という大胆な質問へと変じられている。  

あの音は？あの歌は一体なにか？  

あの闇の鵜たちの叫びは一体なにか？  

あれは哀しみの鐘！埋葬の儀！   

Ⅶ℃盟3町伽？tm迫meII随？  

lIm盟騨IOBI甲瓜BOⅦⅥe？  

3801‖堰Ⅶmu払鰯！nor匹飴H城！   
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「肉体を土に返そう」  

間近に見ると司祭と会衆  

棺を運びつつ皆で斉唱している  

歩みはのろのろと重々しく  

歌は支離滅裂で荒々しい  

「君たち何を場違いに吠えている？  

埋葬はまだ先のこと  

僕は婚礼に花嫁を連れて行く  

皆の衆 僕のあとについて来るがいい！  

僕の寝所のベッドの傍で  

聖歌隊よ！僕に婚礼歌を歌ってくれ  

司条さん！お勤め宜しく頼んだよ  

僕たちの夢路を祝福しておくれ」   

（（Te几On匹月誠M3eM刀e〉〉．  

6皿Ⅸe，Bl仰Ⅰ、：nOnCC（血匹叫  

IIx痴H悶，nOⅣr肛eMXOIカM；  

n叩Me〃le叫Tm，  

n∝HもH∝叩H几lⅥGL  

く（qⅧ8bl以方l℃HeKM町Iy？  

XoI氾班爪叩叫餌間  

月K既叩B∈町He班Cly，  

餌印盟Ⅶ10K）8∝叩！  

y刷成叩伽mlCIl飢もHOち  

仙叩！IlI氾nO鏑M¶eCnⅨ既HⅦ皿他職  

CJりり痛y，nOn！HnI瓜叫  

Hacl（OCHy6几mOB肋  

花婿の掛け声が響くやいなや、その場に居合わせた全員がその言葉を素直に  

ひきとり、二人のあとにつき従って疾馬区することとなる。原詩において、疾走  

感を駆り立てる効果をもたらしていた「ハイドゥ ハイドゥ」という掛け声や  

「パッカ パッカ バッカ」などのオノマトペは、ジュコーフスキイ作品と同  

様、カテーニン作品においても省略されている。  

処刑台がそびえ その上空には  

暗雲ごしに月が震え揺らめく  

処刑台の周囲に見えるは  

飛翔するどこかの悪党どもの輪舞  

rそこにいる悪党ども！僕について来い！  

一団となって僕のあとを駆けて来い  

お前たちの輪舞に合わせ この僕が  

妻に寄り添うのを嚇したてるためにJ  

悪党どもl剖資鬱な歌とともに  

騎手の後からついてきた  

まるで一陣の突風が  
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Ⅶ£鎮■mCBOJIOlⅢ几叩伽  

Il朋Cm8叩汀e柑B叫町吼  

（（KTOTaM！cMOt払！8C刃3aMHOIO！   

B∽印6eIIT陀8∝TO皿IOIO，  

qT（癌no上川J∽C町叫MHe  

肋1威叩ⅣⅠ田もKXeHe〉〉．  

C8G几Ot払Cn∝瑚叩OIl  

noH皿認∝員0粗叫  

C刀OB＝081ⅨOpb6山口叩bⅢI血i  
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湿った松林でざわめきだしたように  

騎士と乙女は疾駆する  

矢の如く 石つぶての如く 鳥の如く  

馬は駆け 大地は震え  

蹄の下から火花が飛び散る   

3山町M飢B鮎pyc叩OM．  

MtmB叩KHJle81皿吼  

K誠叩K弧叩叫K弧ml叫ぢ  

l（oHh6exHT，3eMJIE月PO刀g汀T，  

Hc叩u6bm旧一口O皿KOI恥汀．  

原詩で繰り返される「なんと亡者の馬かける迅さよ」（ここでは（d KaK  

MePTBbJ責eAy CKOPO〉〉）というリフレインは、本作品においても原詩と同一の  

連（第19連、第23連、第26連など）で比較的忠実に再現される。花婿は道中し  

きりと「死者と寝床をともにするのは恐くないか」とたずねるが、オリガは「死  

者を想起するのはもうたくさん」と取り合わない。夜が明けるころ二人を乗せ  

た黒鳥がとびこんだのは、死者たちの永遠の住まいたる墓地であった。  

馬は石塀めざし  

まっしぐらに突進した  

鞭の一撃で突然はずれる  

扉の蝶番と閂  

馬が塀の中へとびこむ－とそこは墓地  

死者たちの永遠の住まい  

蒼白い月光のなかで光る  

墓の上に建てられた碑銘  

オリガが瞬時に見てとったのは何か？  

それは摩詞不思議な恐怖の光景！  

騎士の甲南は燃え澤のように  

砕け散って灰と化してしまった  

頭 まなざし 両の手 身体一  

愛しい騎士の全てが死に絶え  

大鎌を携え仔む彼は  

おぞましい骸骨  

前脚を振りあげる馬 飛び立つ鵜  

馬は繹猛な声でいななくや   

HacKaKa几BCTpeMneHもHRrX）M  

Ko江♭HaK払IeHHb戒盟（bp；  

C理妃pHB周）yrX皿Im卿M  

C肌nelTmⅡ3肌Op．  

KoHb80叩即Ⅳ；TaM－Ⅳl叫6mqe，  

M甲mbⅨ班tⅨ∝叫e；  

CBemK加l｛H船Ⅰ叩6ax  

B6JIe餌bⅨM∝叩JIyq批．  

qmxeMlmMI叩CO60氾  

B叫押汀0皿d7tIy且0！叩Ⅸ！  

刀那も1B叩Ⅸa30月0IO  

B∝p∝CbⅡ1a汀hCbta叩肌；  

nMOBち田rJl叫，pyⅢ1，¶訂IO－  

BceHaMmOMnOM可mO，  

HmI汀yXOHClく∝Oii，  

C叩軋Il馳崩mBKmIO羨．  

HaAb血IKOHもmF）HⅨ旭ⅣICち  

ルⅨ恥1相月∝OM3apXiけⅠ，   
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大地をひと蹴りして疾駆し  

どことも知れず消え失せた  

空高く響き渡る唸り声  

地深く染みとおる轢膏  

恐怖に正気を失い  

微動もできず 声も出せないオリガ  

そのとき亡骸を見下ろし  

月光を浴びながら輪舞を踊り  

空の高みから彼女のために  

延々と歌を口ずさむ地獄の亡者たち  

「神に叛いて争ってはならぬ  

悲嘆に耐えよ たとえ心痛もうと  

お前の肉体I滅びてしまった  

神が罪深き魂を赦したまわんことを！」   

CIy叩刀B3eMJm，rl匹収m肌C刃  

HHeB肌りⅦanlカrI肌  

Bo鏑Ha叩e8blCOKO；  

C岬）泊汀nOA光Me針my鮎KO；  

OJ払mB口p批e反3yMa，  

Hen町田I駄IaHHe岨  

1うTH祖Me叩OH3an几打∝打IH  

A月CKH叩ⅢpH刀yHe，  

HI叩0叩me榔【H  

E如8叩Ⅲ0崩8姐】エKHe：  

（C良）mM8C叩＝e鞄研叩aMO皿HO；  

CKO画bT甲n叫Xmも∝脚60皿HO．  

K狙HeHaTumm仰；  

1’匝11my間馳rrI叩1！〉〉  

バラッド詩のクライマックスである死せる花婿の開催への変貌は、原詩と同  

様に第30連の8行で描かれ、分量的にも内容的にも原詩を踏襲した翻案となっ  

ている。しかし、原詩で明示されていた＜死神＞の付属物たる大鎌と砂時計の  

うち、砂時計の方は割愛されている。さらに、毛髪なき礪健と化した花婿の姿  

は、原詩はど鬼気迫るものではない。  

2－4．ジュコー7スキイ『レノーラ』（此〃甲α，1831）   

カテーニンによる挑戦から15年、また『スヴェトラーナ』発表以来19年、ジ  

ュコーフスキイははぼ原詩に忠実な翻訳詩『レノーラ』を発表する。バラッド  

の舞台も時代設定も原詩に忠実な7年戦争時代のドイツとなっており、大きな  

逸脱はない。しかし、この作品も決して純粋な翻訳とは言えない。29ロシアの  

刀ジュコーフスキイは、恐怖について言及しながら、しばしば読み手の恐怖心を煽る意志は  
毛頭ないような場合がまま見受けられる。これは、カラムジン以来の正統的ゴシック′ト説の  
手法である「甘美な恐怖」の喚起を企図したものであるとの見解もある（Pursglove，“Does  
russiangothicverseexist？”，P．92．）。  
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バラッド詩で謳うには違和感を覚える要素、許容しがたい要素については思い  

きった割愛がなされている。30   

形式としては4脚ヤンブ（tIeThlPeXCTOⅢHhI鎮5IM6）と3脚ヤンブ（TPeXCTOrIHLIB  

兄M6）が交互に立ち現われ、原詩の1連8行に立ち戻っている。バラッド全体  

の連数も原詩の32連を踏襲し、形式的には原詩の形式を遵守する姿勢が感じと  

られる。全体は男性韻（MyXCKaEP叫Ma）2行詩と女性韻（xeHCKa5IPHOMa）  

2行詩が交互に出現する連続脚韻（Ⅲ叩胤姐p－ゆMa）と、男性韻と女性韻が交  

替する交差脚韻（IlePeKPeCTHa兄pHOMa）から成る。   

ジュコーフスキイの『レノーラ』を見てみよう。  

「でも一体あなたのお住まいはどちら？  

私たちのひそかな隠れ家はどこなの？」  

「住まいは遠く…板が五、六枚…  

ひんやりと静かで暗い」  

「私の場所はあるの？」「僕ら二人分ある  

行こう あちらでは準備万端だ  

僕らの住まいでは客人たちがお待ちかねだ  

新居祝いを催さなくては！」   

（瓜ome）Ⅸe，meT馳D別ym刀0Ⅹ？  

me胤Ⅲ叩my岬Ⅶ皿戒？〉〉－  

くく巧打IeI（00H…n爪一Ⅲm抑Ⅹ…  

rI匹叩吼咄ⅧⅦ恥Ⅰ払〉．－  

（（EmMmMHe？〉〉－く（（Xbl恥IHaM．   

no印eM；B∝Il㈹以）TaM；  

恥rmムH址Ie鎮ⅨeJⅡ£；  

nopat亀HOBOC甑！〉〉  

原詩で「大板六枚と 小板二枚」とされた新床たる墓所は、カテーニンの翻  

案では「板六枚」とされ、ジュコーフスキイの翻訳では「板が五、六枚…」とさ  

れている。また、カテーニン作品に登場する死せる花婿が「土小屋（3eM几兄HKa）」  

と名づけた新居は、ここでは「ひんやりと静かで暗い（汀pOX刀叫EもⅠ鎮，THXH鎮，  

TeMHbI童）」住まいとされている。  

見れば 道端の柱の上方  

首を吊られた者が黒ずむ場所に  

大気のかたまりが渦巻き  

BoTy月OpOr叫Il狙m血叫  

n亡BltC亡几bHlt…叩H∝T、  

Bo叩ylI丑払IX匹叫CBl爛CbXO皿叩叫  

30原詩において豊かに表現されたオノマトペの省略については、註23で述べたとおりである。  

前述のとおり、これは擬音の多用による滑稽さを制御するためであろう。  
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旋回し 踊り 吹きすさんでいる  

「僕について来い 輪舞を踊る者達よ！  

君たちをみな宴に招待しよう！  

僕は今 婚礼を目指して一目散  

うちに来い！来て楽しむがいい！」   

KpymE，IIJtni［eT，旺eT．  

（∝oMHe，盟MHO玖鼠叫ⅠⅥ月叩l！  

Bb18∝Ha仙p叩me払Ⅰ！  

CKaqy，刀門yXeIm乱”  

KoMHe！no肌！〉〉  

原詩でうたわれていた車轢きの処刑台は、ここでは絞首台に改変されてい  

る。ロシアの地では、絞首台の方がより想定しやすいという事情のためであろ  

う。また、カテーニンの作品では「悪党ども（c80JIOqb）」とされた部分も、「輪  

舞する者たち（n刀刃CyHbり」となっている。  

門をめがけて全速力で疾駆し  

門前で立ち止まり足踏みする馬  

門を鞭打つ騎手  

音を立てて弾け飛ぶ門  

二人がそこで目にしたのは墓地…  

基地をさっと駆け巡る馬  

光輝く月  

あたりにきらめく十字架  

それでレノーラは それからどうなった？  

ああ恐ろしい！…一瞬にして  

衣服の一切れ一切れが次々と  

腐物のように披からはがれ去った  

そして骨には皮さえもついていない  

両肩に載る眼のない濁健  

そこには兜も胸甲声もない  

彼女がいるのは骸骨の腕の中  

馬は飛び退った…鼻孔からは  

波打つように遮る炎  

と突然‥・全てが灰となって  

彼女の眼前で弾けて消え失せた  

KBO叩KOI払BO賦bOnOp  

npmIlm払，ClⅥ爪1すTOⅢサ刀；  

EⅥOt（6肝IOMC陀I「ウⅥ耶Op－  

＆m弧p∞CIyKOMJ10rⅢサ刀；  

0Ⅷ川Ⅳ1a月6ⅢqeB叩1月TTaM．．．  

KoHも6bICTpMⅦmnO甲廠叫  

刀yⅦtJlyl払ICl皿OT，  

KpymM鱒ⅠもIMW．  

Htm埠刀eHOpちtmⅢOmM？  

Ocl騨Ⅸ！．．BO瓜IOMmO8eH班  

Ky00Ⅹ0皿e）Ⅰく卿盟町CKOM  

C月mCIte叩，mXmelI比；  

H打訂y遜（KOXHHaI（∝mⅨ；  

ぬ口政弘戚ワe匹口岨mF切ら  

He一間HeTKO刀elぢ  

0相川py粗X∝即m  

KoHb叩Ⅵ…rU即旧H叩  

Bo皿10IOlI血0；  

汁叫Ⅳr…∝eMn卿Heii  

P鉱山痴JI∝川【Ⅰ匹ⅠⅥUIO．  
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天高く響く働笑と唸り  

地深く響く叫び  

恐怖にさらされ  

塵の上で半死半生のレノーラ  

月光輝く中  

手に手を取って飛翔し  

彼女の頭上を旋回し  

彼女に歌いかける一団の影  

「耐えよ 耐えよ たとえ胸が痛もうと  

災いにあっても創造主に従順たれ  

お前の屍は墓に入るが宿命！  

だが神がお前の魂を赦したまわんことを！」   

HBO童Hmtiha8皿e；  

H叩ⅠⅨ8nO刀eMHO鎮l叩6一皿e；  

几凱朋丁刀eHOpa8叩Ⅸe  

noJⅢepTMHa口p氷e．  

HB6JI∝KeMeC兄ⅦbIX刀yqeIi  

PytacpyKOiiJ］erraeT，  

B描CbHa且He玖TO刀naTeHeii  

HT弧e汲Ⅲpmem訂：  

（（T甲m，T印mちmHO研‖py皿b；  

TBOp町8玩邦ⅨnOKOpHa6y凪；  

TBO童Tpyn00伽BMOnlJγ！  

AⅣ11Iy】丸rnoⅦ叫戒！〉〉  

原詩に忠実たろうと努めたジュコーフスキイであったが、『レノーラ』の末  

尾では、原詩において死せる花婿が携えていた大鎌も砂時計も描かれない。  

『リュドミーラ』、『スヴェトラーナ』の両作品を通じて、死せる花婿を＜死神  

＞として措かなかったジュコーフスキイであったが、原点に立ち戻った『レノ  

ーラ』においても、やはり＜死神＞を描くことはなかった。原詩で＜死神＞が  

たずさえている砂時計は、生命の残存時間を示すためのものであり、大鎌は女  

主人公の生命を刈り取るための道具である。ジュコーフスキイの『レノーラ』  

における花婿が、このどちらもたずさえていないということは、すなわち詩人  

は最後まで＜死神＞による女主人公の絶命というプロットを受け入れなかった  

ということになる。むろん、ロシア語の＜死、死神（CMepTも）＞という名詞  

は女性名詞であり、ロシアをはじめとするスラヴ世界では＜死神＞は鎌を持っ  

た老婆の姿で想起されるため、31詩人が名詞の文法的ジェンダーを超えて花婿  

3．スラグ・ロシア世界の＜死神（CMePTE．）＞は、（しばしば大鎌（KOCa，Cepr］）を翳した）老  

婆や女性の姿で描かれる。文学作品においても、たとえばトゥルゲーネフ（HBaH CepreeBHtI  

坤preHeB，1818－1883）の『生ける聖遺骸』（∬〟的ほ〟叫〟，1874）におけるルケリヤの夢や、『散  

文詩』の′ト晶『老婆』（CmLm，1878）、ツヴュターエヴァ（MapHfla HBaHOBHaIIBeTaeBa，  
1892－1941）の「鎌を携え夢が排梱する…」し払J〟椚CO〃CCβOZ川C甲〃αM，1918）などに見ること  

ができる。  
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を＜死神＞とすることをよしとしなかったという理由も考えられるだろう。32  

しかし、それよりもジュコーフスキイが最後までこだわったのは、＜死者が彼  

岸より愛する者を迎えに来る＞というヨーロッパ世界に広く伝承されてきた＜  

レノーレ讃＞本来のプロットそのものだったのではないだろうか。  

むすぴ   

本稿では、18世紀末から19世紀初頭のヨーロッパで一大センセーションを巻  

き起こしたバラッド詩『レノーレ』のロシアにおける受容について詳細に見て  

きた。ジュコーフスキイがその作品をつうじてロシアに根づかせたバラッド詩  

は、19世紀を通してさまざまな作家や詩人の作品のなかにその残響を響かせる  

こととなった。   

プーシキン（AneKCaHnPCepreeJ3椚ⅢyruKHH，1799－1837）はバラッド詩『花  

婿』（教〃比ち1825）をはじめ、韻文小説『エヴゲーニー・オネーギン』（gβ～e〃〟義  

0〃e～叫1823－1831）の第3章（1827）、第5章（1828）、第8章（1832）、短編『吹  

雪』（肋椚朗b，1831）などで＜レノーレ讃＞のモチーフをくりかえし導入してき  

た。ジェコーフスキイに端を発するこのような＜レノーレ讃＞の伝統は、＜吸  

血鬼讃＞などと結びつきながら少しずつ形を変え、レールモントフ（MIIXah刀  

IOpbeB椚刀epMOHTOB，1814－1841）の『悪魔』（月餅肋，1829－1839年執筆、1842年  

出版）、ゴーゴリ（HI†KOJIa鎮BacIⅥbeBIt¶mrO恥1809－1852）の『ヴィイ』（β戒  

1835）などに継承されていくこととなる。3319世紀ロシア文学におけるロマン  

派的徒花と呼ばれた作家A．K．トルストイ（AJTeKCe蕗KoHCTaHTⅥHOBHq ToJ［CTO崩，  

ココドイツ語の＜死、死神（derTbd）＞は男性名詞であり、死せる花婿が瞬時に＜死神＞に変  
貌を遂げてもなんら違和感を呼び起こさない。ロシア語の文法的ジェンダーが＜死神＞描出  

の妨げになったのではないかという見解については、以下に詳しい。栗原「死んだ花婿が花  

嫁を連れ去る話」27頁。  

刀このほか、プーシキンの同時代人であるロマン派作家ベストウージェフ＝マルリンスキー  

（血excaH叩A刀eKCaH叩08H16ec乃ⅦeもーMap刀HHCK戚，1797－1837）の『恐ろしき占い』（C叩〃旭冊e  
～α∂飢〟ち1831）においても、馬植での出立、吹雪、クリスマス週間の占い、墓地のモチーフな  

ど、明らかにジュコーフスキイを意識したと思われる＜レノーレ雫＞を彷彿とさせるディテ  
ールが見られるが、これについての考察は今後の課題としたい。  
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1817－1875）の『吸血鬼』（抽叩b，1841）、『吸血鬼一族』（Ce朋∽りpJ〟α叫  

1839）、『三百年後の出会い』（βc〝甲eVαV甲田〝p〟C′”α刀e椚，1839）などのいわ  

ゆる吸血鬼ものも、この系譜に連ねることができるだろう。A．K．トルストイ  

とはぼ同時代を生きたトゥルゲーネフ（HBaHCepreeBHtlTypreHeB，1818－1883）  

が晩年に遺した幻想小説のうち、『まぼろし』（巧鱒卵瑚1864）、『夢』（C叫  

1877）、『恋の凱歌』（〃ec肋椚甲∬eC〝7印形叫e涼月旧∂叫1881）、『死後（クララ・  

ミリチ）』（〃8〃eα甲椚〟御呼α〟M叫，1883）なども、あるいはこの系譜の  

梓尾に位置づけることが可能であるかもしれない。トゥルゲーネフの描く『ま  

ぼろし』のエリス、『夢』の実父、『恋の凱歌』のムーツイ、『死後（クララ・  

ミリチ）』のクララなどはみな彼岸の住人であり、愛する者、自分に必要な者  

を彼岸へ連れ去るために生者の世界へと侵入してきているのである。34このは  

か、ツヴェターエヴァ（MapHHa HBaHOBHaIIBeTaeBa，1892－1941）やナボコフ  

（B糊HM叩B瑚HMHpOBHqHa60ⅨOB，1899－1977）の作品などにも『レノーレ』、  

あるいは＜吸血鬼讃＞の息吹を見出すことが可能であると推測されるが、19世  

紀から現代に至るロシア文学における＜レノーレ讃＞の系譜を見渡すことは次  

稿の課題としたい。  

34墓場から愛する者を迎えにくる死者の性別が交替する現象（死者が花婿ではなく花嫁であ  
る場合など）は、後年まま見られるようになったようである。＜レノーレ評＞の一変種、あ  

るいは後継ジャンルとも見なされる＜吸血鬼辞＞の主人公である吸血鬼も、ある時点を境に  

男性から女性へと性別が移行している。  
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